
宇部工業高等専門学校 開講年度 平成31年度 (2019年度) 授業科目 経営統計学Ⅰ
科目基礎情報
科目番号 0069 科目区分 専門 / 必修
授業形態 講義 単位の種別と単位数 履修単位: 1
開設学科 経営情報学科 対象学年 3
開設期 前期 週時間数 2
教科書/教材 新 確率統計，高橋節夫ら（大日本図書）
担当教員 武藤 義彦
到達目標
(1) 確率の基本的性質，加法定理に基づいて様々な確率を計算できる。
(2) 確率の乗法定理，条件付き確率およびベイズの定理を理解し，実問題へ適用できる。
(3) １次元データの整理においてデータの代表値を求めることができる。また，２次元データから相関係数および回帰直線を求めることができる
。
(4) 確率変数の意味を理解し，二項分布・ポアソン分布に従う確率変数の期待値と分散を求めることができる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安
(優)

標準的な到達レベルの目安
(良)

最低限の到達レベルの目安
(可) 未到達レベルの目安(不可)

評価項目1
確率の基本的性質，加法定
理に基づいて様々な確率を
計算できる。

確率の基本的性質に基づい
て確率を計算できる。

積の法則・和の法則を用い
て，場合の数を数えること
ができる。

積の法則・和の法則を用い
て，場合の数を数えること
ができない。

評価項目2 ベイズの定理を理解し，実
問題へ適用できる。

確率の乗法定理，条件付き
確率の役割を理解でき，確
率を計算できる。

確率の乗法定理に基づいて
確率を計算できる。

確率の乗法定理に基づいて
確率を計算できない。

評価項目3
２次元データから相関係数
および回帰直線を求めるこ
とができる。

１次元データのヒストグラ
ムによる可視化および代表
値を計算できる。

１次元データの代表値を計
算できる。

１次元データの代表値を計
算できない。

評価項目4

確率変数の意味を理解し
，二項分布・ポアソン分布
に従う確率変数の期待値と
分散を求めることができる
。

確率変数の意味を理解し
，離散分布の場合の平均
，分散，標準偏差を計算で
きる。

確率変数の意味を理解でき
る。

確率変数の意味を理解でき
ない。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要

第１学期開講
統計学の基礎となる確率を取り上げる。最初に場合の数を復習し，様々な確率の求め方を学ぶ。特に条件付き確率はベ
イズの定理と関連が深いため，重要である。後半では１次元・２次元データの整理として，代表値（平均，分散，共分
散）の計算，ヒストグラムによる可視化，回帰直線を取り上げる。終盤では，代表的な離散分布として二項分布とポア
ソン分布を取り上げ，その性質を説明する。

授業の進め方・方法
90分間の授業時間を60分間の講義と30分間の演習に分割する。講義では，確率分布等の可視化を行い，確率・統計に関
する概念を直観的に理解できるよう努める。また，実問題で取り扱う大規模データについても触れる。後半の演習の時
間では，当日の講義と関連した演習問題を解く。

注意点
本科目は第２学期に開講される経営統計学Ⅱと連動している。経営統計学Ⅱは統計の中心分野である推定と検定を取り
上げるが，本科目ではその基礎となる離散分布に注目する。
確率を計算できるのは重要だが，実問題ではデータ量が大きいためソフトウェアを用いる。故に，回帰直線を求める際
の最小二乗法の役割や確率分布の特性といった背景をしっかり理解して欲しい。

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 場合の数
積の法則と和の法則を用いて，簡単な事象の場合の数
を数えることができる。組合せの基本的な計算ができ
る。

2週 確率の定義，確率の基本性質，期待値
数学的確率，統計的確率の定義を理解できる。確率の
加法定理および期待値の概念を理解し，演習問題に適
用できる。

3週 条件付き確率と乗法定理 条件付き確率の概念を図示できるとともに計算できる
。乗法定理を用いて積事象の確率を計算できる。

4週 事象の独立，反復試行 条件付き確率を用いて事象の独立性を証明できる。独
立試行の反復による確率を計算できる。

5週 ベイズの定理 ベイズの定理を理解し，事後確率の意味を説明できる
。

6週 １次元データの整理(1)
度数分布表やヒストグラムを用いて１次元データの分
布を可視化できる。平均，中央値などの代表値の意味
を理解できる。

7週 １次元データの整理(2)
分散と標準偏差を用いて分布の散布度を表現できると
ともに，分散・標準偏差の性質を証明できる。箱ひげ
図を用いて散布度を表現できる。

8週 中間試験

2ndQ

9週 ２次元データの整理(1)
２次元データから散布図を作成し，相関係数を計算し
，その意味を理解できる。共分散と相関関係との関連
性を理解できる。

10週 ２次元データの整理(2) 最小二乗法による回帰直線の導出を理解できる。
11週 ２次元データの整理(3) ２次元データから回帰直線を求めることができる。

12週 確率変数と確率分布
確率変数の定義およびその平均（期待値）と分散・標
準偏差の定義を理解し，演習問題へ適用できる。独立
な確率変数の平均・分散の性質を理解できる。

13週 二項分布 反復試行の結果として得られる二項分布の性質を理解
できる。



14週 ポアソン分布 二項分布の特殊なケースであるポアソン分布の性質を
理解できる。

15週 期末試験

16週 学習事項のまとめおよび授業改善アンケートの実施 確率の基本法則，回帰直線，離散確率分布の特性を整
理できる。

モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週
評価割合

試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ レポート 合計
総合評価割合 70 0 0 0 0 30 100
知識の基本的な
理解 【知識・記
憶、理解レベル
】

35 0 0 0 0 15 50

思考・推論・創
造への 適用力【
適用、分析レベ
ル】

35 0 0 0 0 15 50

汎用的技能 【　
　】 0 0 0 0 0 0 0

態度・志向性(人
間力) 【　　】 0 0 0 0 0 0 0

総合的な学習経
験と 創造的思考
力【　　】

0 0 0 0 0 0 0


